
第１学年 理科学習指導案 

授業者 塩島 健志 

１ 単元名 単元２「物質のすがた」 ４章「水溶液」 

 

２ 単元について 

    本単元で扱う「水溶液」については，学習指導要領に以下のように位置づけられている。 

ʤｲʥ水溶液 

ア◯ 水溶液  水溶液͖Δ溶質を取Ε出す実験を行い，そ͹結果を溶解度ͳ関連付
けͱ理解すΖこͳ 

ʤ内容͹取Ε扱いʥ 

ウ ア͹ʤｲʥ͹ア◯についͱͺ，粒子͹モυルͳ関連付けͱ扱い，質量パーセンφ
濃度にも触ΗΖこͳ。Ήた，h 溶解度ʱについͱͺ，溶解度曲線 にも触ΗΖこͳ 

   

（１）単元観 

    ここでは，物質の水への溶解を粒子のフズマと関連付けて理解させること，また，溶液

の温度を下げたり，溶媒を蒸発させたりする実験を通して，溶液から溶質を取り出すこと

ができることを溶解度と関連付けて理解させるとともに，再結晶は純粋な物質を取り出す

方法の一つであることを理解させることがねらいである。 

 小学校では，第５学年で，物が水に溶けても，水と物とを合わせた重さは変わらないこ

とを学習している。また，物が水に溶ける量には限度があること，物が水に溶ける量は水

の温度や量，溶ける物によって違うこと，この性質を利用して溶けている物を取り出すこ

とができることについて学習している。さらに，水溶液の中では，溶けている物が均一に

広がることを学習していることを踏まえ，ここでは，物質の水への溶解を粒子のフズマを

用いて微視的に捉えさせるようにするとともに，粒子のフズマで均一になる様子について

説明させるようにする。また，水溶液の濃さの表し方に質量ツーギンセ濃度があることに

も触れる。 

    ここで行う実験としては，硝酸ゞポウビと食塩を取り上げ，硝酸ゞポウビはその水溶液

の温度を下げることにより，食塩は食塩水の水を蒸発させることにより結晶を取り出すこ

とができることを扱い，溶解度と関連付けて理解させる。その際，溶解度曲線にも触れる。

また，再結晶は少量の不純物を含む物質から溶解度の違いを利用して純粋な物質を得る方

法であることを理解させる。 

 

 

小中での関連性 ～学習指導要領解説より～ 

 略 

 

 

 

 



（２）生徒観 

略 

 

 

『理科に関するアンイーセ』結果 
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ȍ理科の勉強が好きだ。 36.6% 51.2% 12.2% 0% 

Ȏ理科の勉強は大切だ。 46.3% 48.8% 4.9% 0% 

ȏ理科の授業の内容はよく分かる。 36.6% 53.7% 7.3% 2.4% 

Ȑ理科の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できな

いか考える。 

19.5% 41.5% 36.6% 2.4% 

ȑ理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に

立つ。 

36.6% 53.7% 9.8% 0% 

Ȓ将来，理科や科学技術に関係する職業につきたい。 0% 17.1% 31.7% 51.2% 

ȓ理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立

てている。 

17.1% 63.4% 14.6% 4.9% 

Ȕ理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分

かったのか考えている。 

41.5% 56.1% 0% 2.4% 

ȕ理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が，間違ってい

ないかを振り返って考えている。 

22% 61% 17.1% 0% 

 

■調査結果の概略 

 肯定的な回答 

ȍ「理科の勉強が好きだ。」に関しては，約 88％の生徒が肯定的な回答をしている。 

Ȏ「理科の勉強は大切だ。」に関しては，約 95％の生徒が肯定的な回答をしている。 

ȏ「理科の授業の内容はよく分かる。」に関しては，約 90％の生徒が肯定的な回答をしてい

る。 

ȑ「理科の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つ。」に関しては，約 90％

の生徒が肯定的な回答をしている。 

ȓ「理科の授業では，自分の予想をもとに観察や実験の計画を立てている。」に関しては，約

81％の生徒が肯定的な回答をしている。 

Ȕ「理科の授業で，観察や実験の結果から，どのようなことが分かったのか考えている。」に

関しては，約 98％の生徒が肯定的な回答をしている。 

ȕ「理科の授業で，観察や実験の進め方や考え方が，間違っていないかを振り返って考えて

いる。」に関しては，約 83％の生徒が肯定的な回答をしている。 



否定的な回答 

Ȑ「理科の授業で学習したことを，普段の生活の中で活用できないか考える。」に関しては，

約 39％の生徒が否定的な回答をしている。 

Ȓ「将来，理科や科学技術に関係する職業につきたい。」に関しては，約 83％の生徒が否定

的な回答をしている。 

 

（３）指導観 

  単元全体として，身近な物質の観察，実験などを通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する。 

ア 身のまわりの物質の性質や変化に着目しながら，物質のすがた及び状態変化，水溶液

のことを理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身に付ける。 

イ 身のまわりの物質について，問題を見いだし見通しをもって観察，実験などを行い，

物質の性質や状態変化における規則性を見いだして表現する。 

ウ 身のまわりの物質に関する事物・現象に進んで関わり，科学的に探究しようとする態

度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。 

 

    特に本単元の水溶液ついては，コーヅーオュゟーや硫酸銅を用いて物質が水に溶けて広

がる様子を調べたり，小学校第 5学年の物の溶け方の学習内容を振り返らせたりしながら，

物質の水への溶解を粒子のフズマを用いて微視的に捉えられるようにするとともに，粒子

のフズマで均一になる様子について説明できるようにさせたい。その際，小集団を用いて

それぞれの考えを交流する活動を通して，思考力や表現力を育てたい。また，コンデュー

タオヒュミーオョンを用いて視覚的に捉えさせるなどの工夫を用いて粒子概念の形成を促

したい。 

 

３ 校内研とのかかわり 

   本校の学校目標『知・徳・体の調和のとれた「たくましい生徒」の育成』のもと，研究主

題を『豊かな人生を切り拓くたくましい生徒の育成』～教科担任制を主軸とした小中連携教

育の研究を通して～豊かな人生を切り拓くたくましい生徒の育成を目指し，小中連携を主軸

とした教科担任制を通して，授業の質の向上及び中１ァブッナ（小中ァブッナ）の解消をは

じめとした小中の円滑な接続を図ることを目標に校内研究を行ってきた。 

ȍ小中合同の理科の授業研究会の実施 

Ȏ理科の授業における教師の相互乗り入れ 

ȍについては小中で関連性の高い内容を研究授業で扱い，その連携のあり方について研究

をしていく。Ȏについては，年間を通して中学校の授業への小学校理科専科教員の参観を行

う中で，よりよい連携のあり方について日々研究している。 

 

 

 

 

 



４ 単元の評価規準 

観点別評価 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

ȍ水溶液の中では溶質が均一に分

散していることを粒子のフズマ

と関連付けて理解し，知識を身に

付けている。 

Ȏ溶液の温度を下げたり，溶媒を

蒸発させたりする実験を通して，

溶液から溶質を取り出すことが

できることを溶解度と関連づけ

て理解することや，溶解度が物質

によって異なることを理解して

いる。 

・溶液の温度を下げたり，溶媒を

蒸発させたりする実験について

基本操作を習得するとともに，実

験を計画的に行うことや，結果の

記録や整理の仕方を身につけて

いる。 

ȏ・水溶液の濃さは質量ツーギン

セ濃度で表すことができ，質量ツ

ーギンセ濃度は計算で求められ

ることを理解し，知識を身に付け

ている。 

ȍ物質が水に溶ける仕組

みについて，粒子のフ

ズマと関連付けて，規

則性を見いだして表現

している。 

Ȏ溶解度と再結晶に関す

る実験を見通しをもっ

て行い，溶液から溶質

を取り出せる理由に溶

解度が関係しているこ

とを見いだして表現し

ている。 

ȏ水溶液の濃度について

問題を見いだして表現

している。 

ȍ物質が水に溶ける現象に

興味をもち，習得した知

識・技能を活用して，見通

しをもって学習に取り組も

うとしている。 

Ȏ溶解度と再結晶に関する

事物・現象に進んで関わり，

見通しをもったり振り返っ

たりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

ȏ水溶液の濃度の学習に進

んで関わり，他者との対話

を通して，水溶液の濃さを

表す方法について課題を設

定しようとしている。 

 

５ 指導と評価の計画（全６時間） 

時 学習活動 評価の観点 

１ １ 物質の溶解と粒子 

【観察】物質が水に溶けて広がる様子 

・態ȍ 

【行動観察・発言分析】 

２ 

 

本

時 

【やってみよう】 

「コーヅーオュゟーが水に溶けるようすをフズマで表し

てみよう」 

○物質の水への溶解を粒子のフズマと関連付けて理解す

る 

・知ȍ 

【発言分析・記録分析】 

○思ȍ 

【発言分析・記録分析】 

 

３ ２ 溶解度と再結晶 

【基本操作】 

「ろ過」 

 

・態Ȏ 

【行動観察・発言分析】 



４ 【実験 5】再結晶 

「水溶液から物質をとり出す」 

○溶液の温度を下げたり，溶媒を蒸発させたりする実験

を通して，溶液から溶質をとり出すことができることを

溶解度と関連付けて理解するとともに，再結晶は純粋な

物質をとり出す方法の一つであることを理解する 

○知Ȏ 

【発言分析・記録分析】 

・思Ȏ 

【発言分析・記録分析】 

５ 

 

【やってみよう】 

「塩化アンフニウビの雪を降らせてみよう」 

○態Ȏ 

【行動観察・発言分析】 

６ ３ 水溶液の濃度 

○質量ツーギンセ濃度の公式を使って計算をし，水溶液

の濃さを求めることができることを理解する 

○知ȏ 

【発言分析・記録分析】 

・思ȏ 

【発言分析・記録分析】 

・態ȏ 

【行動観察・発言分析】 

  ○は記録に残す評価 ・は指導に生かす評価 

 

６ 本時について 

 （１）日 時  令和４年１０月３１日（月） ６校時 １４：４０～１５：３０ 

 （２）場 所  本校理科室 

 （３）アボガ  １年Ａ組２３名 

 （４）題 材  物質の溶解と粒子 

 （５）目 標 

物質が水に溶ける仕組みについて，粒子のフズマと関連付けて，規則性を見いだし

て表現する。 

（６）展 開 

過 

程 

学習内容と活動 予想される生徒の 

活動・反応 

指導上の留意点 

導 

入 

10

分 

１．既習事項の復習 

○物が水に溶けても，水と物とを

合わせた重さは変わらない（小

学校 5年生）こと，前時の物質

が水に溶けて広がる様子を確

認する。 

 

２．本時の課題を確認する 

 

 

 

 

 

○教師とやり取りをしながら

既習事項について確認する。 

・物が水に溶けても，重さは

変わらない。 

 

 

□小学校の学習内容を振り

返らせながら物質の溶解に

ついての知識へつなげる。 

 

 

 

 

物質͗水に溶けΖ仕組Ίを粒子͹モυルͲ表す 



展

開 

35 

分 

 

 

 

 

 

３．水に溶ける様子を予想する 

〇各自のワーアオーセを使って

ȍ溶ける前の様子をワーアオー

セに記入する。 

［個人→ィマーナ→全体］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ȏ溶けている途中，ȏ溶けた後の

様子を粒子のフズマを用いて表

し交流する。 

［個人→ィマーナ］ 

〇考えを発表し，交流する。 

［ィマーナ→全体］ 

 

○ワーアオーセを使い，既習

事項や観察結果をもとにワー

アオーセに記入する。 

・状態変化の学習から固体は

粒子が規則正しく並んでい

るフズマで表せる。 

・水も粒子が集まってできて

いる。 

・溶けても重さは変わらない

ので，粒の数も変わらない。 

・コーヅーオュゟーは色がだ

んだんと広がっていったの

で，粒子もだんだんと散ら

ばっているはず。 

○ワーアオーセやタドミッセ

を使用し，それぞれの考えを

発表・交流を行う。 

 

 

□前提となる溶ける前の様

子を，既習事項とフズマが

関連するように支援する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□実際の観察結果と粒子の

振る舞いを関連付けて考え

られるよう支援する。 

 

□ワーアオーセに記入され

ている内容をそれぞれ確認

し，ィマーナとしてまとめ，

発表させる。 

［ICT機器の利用］ 

評価：ȍ物質が水に溶ける

仕組みについて，粒子のフ

ズマと関連付けて，規則性

を見いだして表現してい

る。 

【思考・判断表現】（発言分析・

記録分析） 

ま

と

め 

５ 

分 

〇物質の溶解と粒子について確

認する。 

・オヒュミーオョンソトセを使

い，物質の溶解の様子を確認

し，水溶液についての理解を深

める。 

・結論…物質が水に溶けると

き，集まっていた粒子がばら

ばらに分かれ，水の粒子の間

に入りこんでいく。 

・ズカタマ教科書のオヒュミ

ーオョンソトセの様子から，

物質の溶解について粒子の振

る舞いを確かめる。 

□目に見えない現象もフズ

マを使うことで説明がで

き，微視的な視点から考え

ることの大切さについて触

れる。 



 （７）板書計画

 

７ 評価基準 

 満足できる生徒の姿（A） 概ね満足できる生徒の姿（B） 努力を要する生徒（C）への

支援と手立て 

コーヅーオュゟーや硫酸銅

が水に溶ける様子から，物質

が水に溶けても，粒子のサイ

キや数が変化したりなくなっ

たりしないことを，粒子のフ

ズマと関連づけて，規則性を

見いだして表現している。 

コーヅーオュゟーや硫酸銅

が水に溶ける様子から，物質が

水に溶けても，粒子のサイキや

数が変化したりなくなったり

しないことを，粒子のフズマと

関連づけて表現している。 

物質が水に溶けたときの

色の変化に注目させる。 

物質の状態変化で学習し

たことを思い出させ，物質は

小さな粒子でできているこ

とを説明する。 

 

８ 参観の視点 

 ȍ小学校で学んだことを生かした指導であったか。 

 Ȏ小集団を有効に活用した協同的・対話的な授業展開になっていたか。 

 

９ 座席表 

  略 

 

10 参考文献 

（１）文部科学省 「平成２９年３月告示中学校学習指導要領」 

（２）文部科学省 「平成２９年３月告示中学校学習指導要領解説」 

 

 



理科ワークシーφ   ４．水溶液 

ʤ  ʥ組ʤ  ʥ番 名前ʤ           ʥ 

ʤ１ʥ物質の溶解ͳ粒子 

物質が水に溶ける様子を粒子のモυルͲ表す 

○コーヒーシュガーが水に溶ける様子を粒子のモυルを使っͱ表しͱみよう。 

 

ᶅ溶ける前の様子        ᶆ溶けͱいる途中の様子      ᶇ溶けた後の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結論 

 

 

 


